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今月のおすすめ

本 

書店員が選ん

だ  

『くすのきだんちはゆきのなか』 

武鹿 悦子 / 作 末崎 茂樹 / 絵 ひかりのくに 

雪がたくさん降ってきてくすのきだんちはすっぽりと雪に覆われてしまいました。いたち

の郵便屋さんが手紙をどっさり届けにやってきて・・・。 

今作も前作同様、住人の動物達はみんながみんなお互いのためを思って行動しているステ

キなお話。絵もとってもかわいくて寒い冬の物語ですが心がポカポカ温かくなってきます。

思いやる気持ちを育ててくれる作品です。     （興文堂 ｉＣＩＴＹ店 中沢さん） 

表面の本の紹介は、市内に本店のある４書店にご協力いただいています。 

■神田堂書店（52-1283） ■興文堂平田店（58-0323） ■中島書店（54-3968） ■丸文塩尻書店（52-5515） 

『そして父になる（宝島社文庫）』 

是枝 裕和・佐野 晶 / 著 宝島社 

本書は今年カンヌ国際映画祭審査委員賞を受賞した話題の映画を小説化したものです。 

平穏に暮らしていた二組の家族。ある日突然突き付けられた赤ちゃん取り違えの事実。六

年間育ててきた我が子は他人の子だった。血の繋がりか、それとも共に過ごした時間か。苦

悩するそれぞれの家族。本当の父親になるとは？ 家族とは何かを深く考えさせられる作品

です。                            （中島書店 三溝さん） 

『野心のすすめ（講談社現代新書）』 

林 真理子 / 著 講談社 

今は「野心」が希薄な時代。低めの安定を求める人が多い・・。と著者は言う。“有名に

なりたい”“作家になりたい”“結婚したい”“子どもが欲しい”――。 

無理と言われた願望を叶えるため、どうやって階段を上がっていったのか？「高望み」で

人生は変わるという著者の人生論です。            （中島書店 清水さん） 

『アスペルガーですが、妻で母で社長です 私が見つけた“人とうまくいく”30 のル

ール』 

アズ直子 / 著 大和出版 

ここ１～２年でようやく一般にも少しずつ知られるようになってきた発達障害ですが、そ

の中のひとつアスペルガー症候群の診断を受けた著者が当事者としての体験と、生きづらさ

を解消しようと工夫してきた内容を“３０のルール”として具体的に書いています。アスペ

ルガーの人のみならず、「不器用だけど幸せになりたい、すべての人」にお勧めの１冊です。

（神田堂 大塚さん） 

『クリスマスのまえのばん』 

クレメント・クラーク・ムア / 著 ターシャ・テューダー / 画 中村 妙子 / 訳 

 偕成社 

子どもたちが待ちくたびれて眠ってしまった家に、そりに乗って空からやってきたのは陽

気なサンタクロース。クリスマス気分を盛り上げる色鮮やかで美しい絵とやさしい言葉で綴

られた、大人の方にもオススメの絵本。          （丸文塩尻書店 金子さん） 



   

 

 

今月のおすすめ本 

『映画で学ぶおしゃれな英語 「タイタニック」から「ミリオンダラー・ベイビー」まで』 

原島 一男 / 著 日本放送出版協会 

映画のセリフを覚えることは、英語が話せるようになる方法の一つと言われています。映

画には日常生活で自分にも置き換えられる場面や感動、問題が集約されているので、そのま

ま自分の言葉として取り入れやすい身近な英語になります。名作 45作品の使えるおしゃれ

なフレーズが載っています。                 （言語分野担当 太田） 

『チヂミ１００（講談社のお料理 BOOK）』 

チョン テキョン / 著 講談社 

日本でもすっかり定着した韓国料理のチヂミ。この本では、１種類の野菜で作るレシピか

らハレの日のごちそうレシピまで、バリエーションに富んだ厳選１００を紹介しています。

切る、混ぜる、焼くの３ステップで作れるので、手早くできて失敗もなし！ 読み終わった

ら、早速チヂミを焼いているあなたがいるかもしれません。   （家政分野担当 小口） 

『点滴ポール 生き抜くという旗印 岩崎航詩集』 

岩崎 航 / 著 齋藤 陽道 / 写真 ナナロク社 

３歳で筋ジストロフィーを発症し、現在は人工呼吸器を使い、生活のすべてに介助が必要

な体でベッド上で過ごす３７歳の著者による詩集です。 

苦しみの中でも希望を見い出し、感謝の気持ちを持って強い意志で生きている岩崎さんの

詩が、心に深く響いてきます。                  （文学担当 田中） 

『日本国憲法を口語訳してみたら』 

塚田 薫 / 著 長峯 信彦 / 監修 幻冬舎 

誰でも知っている「日本国憲法」ですが、内容をしっかりと読んだことのある人はどのく

らいいるでしょうか。そんな日本国憲法を、法学部の学生が若者言葉を使って口語訳した本

です。原文と対比しながら読むことができます。自分たちの住む国の憲法を、一度読み返し

てみませんか？                   （社会科学分野担当 矢ヶ崎） 

『土木をゆく（イカロス MOOK）』 

イカロス出版 

トンネルや橋梁の建設など、現在進行中の事業も含め平成に行われた巨大土木プロジェク

トを紹介。豊富なカラー写真と詳細な解説により、土木の世界の新たな魅力を発見すること

ができます。 

現場で活躍するドボジョ（土木系女子）への取材や土木見学ガイドなど、土木の世界を一

層理解し、楽しむための情報が満載されています。       （技術分野担当 大澤） 

図書館員が選んだ 
 


